
【取組内容①】「同時共同編集を活用した「対話的な学び」の充実（スライド）」

喬木中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

授業の流れ
• 課題の提示
• はじめの考えを入力
• 友だちの考えをじっくり読
む（１０分）

• 友だちの考えを参照しなが
ら、ペアやグループになっ
て（自由選択）、話し合い

• 自分の考えを更新する
• 参考にした友達を明記する

はじめの考え 更新した考え

導入問題

• 一人一ページを割り当て
• スライドにすることで、導入問題と考えの入力スペース（「初めの考え」と
「更新した考え」）を同時に記載

• 「はじめの考え」を入力できなかったり、考えが深まらなかった生徒も、友
だちの考えを参考にしながら、最後には自分の考えを入力できた



【取組内容①③】 「他者の考えをもとにした「構造化」の取り組み」

喬木中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

友だちの考えをもとに
クラスの考えを構造化 自分の考えに反映

1. 課題の提示
2. はじめの考えを入力
3. 友だちの考えをもとにク
ラスの考えを構造化

4. ジャムボードやスプレッ
ドシートをもとに、話し
合い活動（必要に応じ
て）

5. 構造化された考えをもと
に自分の考えを更新

※１，２を事前に家庭学習として
行うことで、導入を省略し、
追及の時間を確保した



【取組内容①】「「対話的な学び」における教員の専門性を活かした授業モデルの創出」

喬木中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

授業の流れ
• 課題の提示
• はじめの考えを入力
• 友だちの考えをじっくり読
む（１０分）

• 教科の専門に基づく、教員
の解説、資料の提示

• 友だちの考えを参照しなが
ら、ペアやグループになっ
て（自由選択）、話し合い

• 自分の考えを更新する
• 参考にした友達を明記する

• 基本は「対話的な学び」の流れに沿って、友だちの考えをもとに自分の考えを更新する
• 専門性の高い内容や、既習事項からつながらない新規性の高い内容の場合には、教員か
ら専門的な解説や、適切な資料の提示が必要になることがある

• 教員主導になりすぎず、生徒の考えをベースに適切なアドバイスや資料提示を調整して
くことが、教員の専門性になっていく

教科の専門に基づく、教員の解説



【取組内容④】「職員会フルクラウド化の取り組み」

喬木中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

目次を作成し、クリックで項目に飛べるように

• ドキュメントに直接提案内容を入力
• 必要に応じてファイルをリンクで添付

係が作成した資料を教頭が収集し、PDF化した後に結合、職員会資料として配布していた。
⇒ドキュメントに直接各係が入力することとし、収集や結合の作業を無くした

記載された内容・要綱をその行事
のカレンダーにコピー
⇒資料を探す手間を省略

【今後】
共同編集で作成しているため、事前に内容の確認を済ませておき、職員会では内容の読み上げをせず、
会議の簡略化を図っていく



【取組内容④】 「Googleカレンダーの活用による職員間の情報共有の効率化」

喬木中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

• 職員のみで共有しているカレンダーを作成（生徒は閲覧不可）
• 行事予定や職員動向、部屋予約
• 日報や職員会要綱、行事の要綱もカレンダー上に置くことで、
情報を参照しやすくなった

• 紙での連絡が減り、ペーパーレス化に寄与

【今後】
• 現在は、教頭がほとんどの情報を入力しているが、各
職員が入力できるようにしていく

• 部屋予約が重複してしまうなど、改善の余地はあり
• チャットでの連絡と併用して、確認漏れがないように
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